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日本 近 海 に 出現 す る浮 游 性 魚 卵一11'2)

ニ シ ン亜 目,サ バ ヒー 亜目,ワ ニ トカ ゲ ギ ス亜 目
,ハダ カ

イワ シ 日,ウ ナ ギ 目,ダ ツ目 お よ び ヨ ウ ジ ウ オ 目

水 戸 敏

     Pelagic fish eggs from Japanese  waters-I. 

Clupeina, Chanina, Stomiatina, Myctophida, Anguillida, 
           Belonida and Syngnathida 

               Satoshi Mito

筆者はさきに(水 戸,1960)日 本近海に出現する浮游性魚卵および孵化 仔魚の検索につ

いて報告した.検 索において卵の性質以外に卵内発生の過程や孵化 仔魚の形態について述

べたのは,こ れらの点を無視しては浮游性魚卵の種の同定が出来ないものが多いか らであ

る.し かし検索における記載は極めて簡単に行なつたので理解し難い点も多かろ うと思わ

れ る.そ れを補 う意味で以下に所属の判明した種について記載 と図とを掲げる.ま た検索

における種の配列は 一・応分類学的位置 とは無関係である.こ こでは科 または目ごとに綜合

的な特微を示し,併 せてあるまとまつた分類群に含まれる種の卵,卵 内発生および孵化仔

魚の類似性を検討してみた。

記述 した種のうちにはすでに報告されているものも多いが,他 の種類との比較のため収

録 した.そ れらの種類の うち図の掲げられていないものは筆者が採集し得なかつたもので

ある.熟 卵のみが判明している種類 も将来の研究のために卵の性質について述べた.

記載はなるべ く簡単に行ない,検 索と重複することを避けたが,重 要な特微については

再度記述した.卵 から孵出 した仔魚は時間の経過に伴い体の各部の長さ,湘 球の位置,卵

黄の大きさ,色 素胞の状態等がかなり変化することがある・ したがつて,孵出 の時期を確

認 し,そ の直後に観察された仔魚は孵化直後の仔魚justhatchedlarvaと 呼び,卿 出の

時期は確認出来なかつたが,種 々の事情から考えて,孵化 後数時間以内の発育期にあると

考えられた仔魚を孵化後間もない仔魚newlyhatchedlarvaと 呼んで両者を区別 した.

ニシン亜目Clupeina

この亜日の魚卵については多くの報告がある.一 部の沈性粘着卵を産むもの(キ ビナゴ

Spratelloidesjaponicus,ニ シンClupeapallasi)を 除いて,大 部分の ものが分離浮性卵を産

む.楕 円形卵を産むカタクチイワシ科のStolephorinaeを 除けば,卵 の形は球形.卵 膜

は多 くの種類では平滑,ま れに特殊な構造を持つ ものがある(Delsman,1922,'30,'31).
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卵膜ぱ紫虹色の光沢を帯びているものが多い.卵 膜腔は著しく広いものと狭いものとがあ

る.卵 蜘よ知られている限 りのものでは亀裂 または泡沫構造がある.油 球は1佃,0個 ま

たは多数 卵内発生中および孵化 仔 魚には黒以外の色素胞は現われない(眼 の虹彩を除

く).孵化 仔魚の肛門の位置はイ本の著しく後方にある.我 国およびその近海から知られて

いる浮性卵は13種.

コノシ ロ Konosirus punctatus (Temminck et  Schlegel) 

(P1. 20, figs. 1-3)

神 谷(1916),桑 谷 ・他(1956,'58),内 田(1958)が 卵 内発生お よび珊化仔魚を詳 し く

報告 し,中 非(1948)は マ イ ワシ とコノシ ロの浮性卵 の差 異について 報告 してい る.

卵 径1.28～1.60mm,卵 膜 腔 は広 い.卵 黄径0.8～1.14mm,油球 径0.07、0.17mm(0.10

mm前 後 の ものが多い).卵 黄の亀裂は マイ ワシ よ り大.胚 体原基 出現後間 もな く体の背

面 に点状 黒色素 胞が多数 出現 す る.水 混14～15.8℃ で は641侍 間,17-20℃ で は42時 間 で

孵化す る.孵出 孔 は裂孔状 または類 円孔.

孵化直後 の仔魚は全長3.06～3.76mm.卵 黄後端 は第9～10筋肉節下.油 球は卵1[llの中

央 またはその少 し後方 下面に位置 する.点 状黒色素胞 が頭部 か ら尾端近 くまでの体 の背 面

に分布 す る.筋 肉節数 は39～41+12～14-53.

卵 黄を吸収 し尽 した仔魚は全長5.0～6.1mm.、 尾部 中央背腹 面に対在 した黒色素 胞のあ

るのが本種の特徴.

産卵 期は3月 中旬 ～6月 下 旬.

ナ ンヨウコノシロ A  nodontostonia chacunda (Buchanan-Hamilton)

Delsman(1926)がDoroso〃lachacundaと して 報告 し て い る .卵 径0.77～O.82mm,

卵 膜 腔 は や や 広 く,卵 黄 径0.65～0.69mm.3～20個 の 小 油 球 がi女)る.卵 内 発 生 中11-.体 の

背 面 に 黒 色 素 胞 が 瑚 わ れ る.孵化 仔 魚 の 筋 肉 節 数 は33～34i7・ ～8.

ウルメイワシ Etrurneus  rnicropus (Temminck et Schlegel) 

(Pl. 20, figs. 4-8)

神 谷(1916,'25),吉 田(1932)お よび 内田(1958)の 詳 しい報告 があ る.

卵 径1・23～1・44mm・ 油 球は ない.卵 膜腔は広い場合 と狭 い場 合とがあ るらしい.思 色、

素胞は星状,レ ンズ形成後 に胚体背 面に出現 す る.孵出 孔 は蝶番 蓋型.

孵化直後の仔魚は 全長3・8～4・84mm.筋 肉節 数は42～44-i-11～12-54、55.孵化 直後

の仔魚 の腹 部後方腹面 に黒色素胞 の集 りが見 られ る.孵化 後時間の経過 とともに背面の黒

色素胞 が腹面へ移動す るのは他 の イワシ類 と同様 であ るが,前 腹膜鰭内に も黒色素胞が現

われ るのは本種 の特徴 ・卵 黄吸収時 の全長 は6～6.2mm.我 国沿痒 の産卵期 は12～7月

の長期 に亘 る.

マ イ ワシ Sardinops  melanosticta (Temnsinck et Schlegel) 

(P1. 21, figs. 1-8)



す でに西川(1903),神 谷(1916),小 林(1944),中 井(1948)お よび 内 田(1958)の

報・告がある.

卵 径1.16㌧1.751nn〕,卵 膜腔 は広 く,卵lll{径0.7～1.04mm.湘 球 は1個(稀 に2～3

個 に分離),径0.13、0.2mm,卵 黄の亀裂 はコノシロ よ り小 さ く,径0.1～0.13mm.

卵 内発 生お よび孵化 仔魚はコノシロ は酷似す るが,お もな区別 点はす でに検 索において

述ぺた.

水温10,15,20℃ で の孵化 所 要時 間は それ ぞれ約148,78,40時 間 である.孵化 直後

の仔魚は1こ長3.15～3.81mm.卵 畦ll{後端 は第10～11筋 肉節下 にあ り,油 球は卵 黄の後下方

に位 置す る.筋 肉節数 は41～42+13・=54、55.体 の背面 の 黒色素胞は星状.卵 黄吸収時

の 令長は5.O㌧5.8mm.休 の背 面にあつた黒色 素胞は 全部腹画お よび消化 管下面へ移 る.

産 卵期 は九州近マ毎で1～4月,太 平洋岸お よび 日本海では3～6月.

ヒ ラ Ilisha elongata (Bennett)

Delslnan(1930),矢 部(1938)お よび内 田(1958)の 報 告がある.こ れ ら諸 氏に よれ

ば,産 卵 は6～7月 に大河の下 流河口付近 で行なわれ る.卵 は比重16.20の 河 水 中で容 易

に浮 く.卵 径2.22～2.48mm,卵 膜 腔は広 い.卵 雌 こ泡沫状構造 がある.油 球 は1個,径

0.38-・O.42mm.Delsmanに よれ ば,卵 膜表 面にゼラチン 質 の卵被 があ り,そ れ を含 めた

卵径が1.77～1.89mmと 云 う.

卵 内発 生 中に頭都背面,耳 嚢直後背面お よび油球 背面 と肛門 部 の背方腹側 に著 しい黒色

素胞群が現われ る.23-》26℃ の水温 では約30時 間で孵化 す る・

珊化直 後の仔魚は 全長5.1mm.卵 黄 はナ ス状,湘 球 は卵 ・賓の尖つた後端,休 の中央部
一ドに
.位置す る,筋 肉節数1よ糸《J40117.

卵lllW乏収 時の全長(固 定後)6.8nlm,黒 色 素 胞は 胸鰭 基底直下 に,腹 中線をは さんで

1対,第12筋 肉節下 の 辺に 数個,腸 管末端 部 の近 くに1叢 お よび尾 下骨 原基 辺に1群 が

あ る.

カタクチイワシ Eugraulis japonica (Houttuyn) 

(PL 22, figs. 1-9)

西川(1901),神 谷(1916),浅 見(1953)お よび内田(1958)の 報 告があ り,卵 内発 生

お よび孵化 仔魚 の性質 については良 く知られてい る.

卵 は楕 円形,卵 径 の・変異 は大き く,か つ 出現時期に よつ ても異 な り,長 径1・1～1・6mm・

短 径0.5～0.7mm.卵 膜 腔は狭 く,油球 はない.

水 温16～ ・1g℃ で は約55時間,28-30℃ で は約20時 間 で孵化 す る.孵化 す るまで色・素

胞が現われ ない場合 と胚体 腹 面にかな り大型の黒色素胞が出現 す る場合 とがあ る.鰐 出孔

は.蝶番 蓋型.

孵化直後 の仔魚は 令長2.6～3.2mm,卵ll'1は 長 く,後 端は尖 り,体 の 中央 よ りやや後方

に達 する.筋 肉飾数 は29～30+14-16=44-46.黒 色素胞は体 の下面に,正 中線をは さん

であ らい点列をな し,そ の位置は仔魚前期 を通 じてほ とん ど変 らない.卵 黄吸収時の全長



は3・6～4・3mm・ 産 卵 は九州 近海 では周年行 なわれ るが,北 海道 では,主 として5～10月.

エ ツ Coilia  my  stus (Linne)

矢部(1941)が 産 卵 につ いて報告 している.同 氏 によれば,朝 鮮では5月 下旬 ～7月 中

旬 に大河 の下流河 口付近 で産卵 し,一 部は沿岸 で も行 な うらしい.卵 は 球 形,径0.81～

0.93mm,卵 膜 腔は狭い.泡 沫状構造 のあ る卵 黄は淡 い 青磁色,中 に径0。20mm以 下 の

油球 多数 がある.こ れ らの油球 は卵 内発生 中に数 が減 り,1個 の大油球(径0.5mrn)と

十数個 の微小 油球 とになる.19～ ・23.8℃ の水温 では32時 間で孵化 す る.

孵化直後 の仔魚は全長2.70rnm,大 油 球は卵 黄前端にあ る.節 肉筋数は38ト22-60.

1日 後 には全長3.3mmに 達 し,筋 肉節数は37+30・=一 一67を 示 す,

カ タ クチイ ワシ科Engraulidaeの 魚 で我国近海に産 し,浮 性卵 の性質 の判1り」してい る

ものは一上記2種 の他 にタイワンアイノコStolephoruszotlingeri(Blecker),イ ン ドア イノ

コS.indicus(VanHasselt),ホ クシ カタクチThrissamアstax(BlochetSchneider)

お よび ツマ リエ ツ5「etiplnnataty(CuvieretValenciennes)(い ず れ もDelsman,1929,

'31
,'32)が あ る.

ダ イワンア イノコの卵 お よび孵化 仔魚は カタクチ イワシに 酷似 し,イ ン ドアイ ノコの卵

は西洋梨型で,尖 つた端に小突起状の付属物があ るが,仔 魚は カタクチイ ワシに似 る.ホ

クシ カタクチは円形卵を産む.ツ マ リエツは エツに似 てい るが,孵化 仔魚 の油球 は卵 黄後

方 に1列 に並び,大 小の差が エツほ ど著 しくない.

オキイワシ Chirocentrus dorab (Forskal)

オオクチサイ トウ C.  hypselosommia Bleeker

および

この2種 の卵お よび孵化 仔魚 につ いてはDelsman(1922,'30)の 報 告が ある.

卵 径 は両種 とも1.61～1.65mm,卵 膜 は オキーイワシは平滑であ るが,オ オ クチサイトウ

は全表面 に径0.015mmの 亀 甲模様 があ る.卵 膜 腔はいずれ も狭 い.油 球は オキ イワシで

は1個 若 し くはな く,オ オ クチサ イ トウは多数,孵化 仔魚の加二門 までの 筋肉節数は オキ イ

ワシが57～58,オ オ クチサイ トウ53～55で あ る.

サ バ ヒー亜 目Chanina

Delsman(1926,'29)が サ バ ヒーChanoschanos(ForskAl)の 卵 お よび孵化 仔魚 につ

いて報告 している.

卵 は球 形,径1.2mm,卵 膜 腔 は狭 く,卵 黄は細 か く亀裂 す る.油球 はない.孵化 直後

の仔魚の背 腹両膜鰭,卵 黄後半面上に樹枝状黒色素胞があ るのが特徴.筋 肉節数は33--

35十8～10.

ワ ニ トカゲギス 亜 目Stomiatina

この 亜 目に属す る魚の浮性卵 としてはSanzo(1931)が 地 中海か ら採 集報告 したホ ウブ

イ エソ,テ ンガソムネェソ,キ ユウ リエ ソ属 の 一種お よび シ ンジュエ ソ属 の 一種 と西 村



(1957)が 従 来マ クルラス卵 とされていた浮性卵を キュウ リェ ソの卵 であろ うと訂正発表

した もの とがあ る.

これ らの卵は径0.8・-2.5mm,ホ ウ ラィエ ソを除 いてはいずれ も卵膜 腔は狭 い.卵 膜は

特 異な金平 糖状卵 汐芝を有するキュウ リエ ソを除 き平滑.卵黄 はいずれ も亀裂 す る.油 球 は

ホ ウラ ィエ ソにな く,他 の種類 では1個.

キ ュウ リエソ Manrolikus japonicus Tshikawa

(Pl.26,fig.6)

神 谷(1916)が マ クルラ ス科,単 脂 第二 号として 報告 した卵.こ れ を西 村(1957)は キ

ュウ リエ ソの卵 と推定 し,そ の根拠 を詳 しく述べ ている.

金 平糖状の卵被を・含めた卵径1.29、1.82mm,卵 被 を除 いた径0.87～1.17mm.油 球 は、

1個,径0.22-0.28mm.卵黄 の亀裂はあ らい.

孵化直後 の仔魚は体 長2.8mm.油 球 は卵黄の 中央下 面にあ り,肛 門は卵 黄の後端 か ら

離れ,休 の中火 よ りやや後方 に開 く.色 素 胞 は 全 くない.筋 肉節数 は36～37(神谷).

3-v6mmの:後 期仔魚 の筋 肉節'数14+17=31,親 魚 の脊椎 骨数33(西 村).

産 卵 期は 日木海では 周年,館 山湾で は冬 か ら初夏,豊 後 水道 か らは1月 末 に1卵 が得 ら

れ たに過 ぎない.

ホ ウライエ ソ Chauliodzcs sloani Schneider

(P1.26,figs.7,8)

Sanzo(1931)はGrassi(1918)がEggNの 名 称 で報告 した魚卵(ウ ナギ日の一一種

として)を4く 種 の卵 と推 シとした.

筆 ・者が1954年2JIg日 に土 々呂沖(表 直1海水湿19.3℃)か ら得た2個 の卵 はSanzoの

証 械1.た 卵 に良 く ・致 する.

卵 径2.04、2.12mn,卵 膜 腔 は 広 く,卵黄 径1.46～1.52mm(Sanzo;2.24～2.52,

1.40mm).卵 の 外観1よ イワシ類 に似 る.卵 ・1111は泡沫状構造 を呈す る.卵 膜は 内外2膜 が

認 め られた.

胚 体が卵311{の約1/2を 取巻 き,13個 の 筋 肉節が 認 められた状態(fig.7)か ら,16～

18℃ の水 温で3日 後 に孵化 した.孵出 孔 の形は不明.

孵化直後 の仔魚(fig.8)は 全 長6.00mm,・ イ ワシ類 の 仔 魚に似 る.卵 黄は大 き く,腹

画 に細 長 く付着 し,肛門 は卵 黄の少し後方,休 の後方 か ら1/5の 辺 に位 置する.色 素胞 は

尾端膜鰭 内にあ る約10個 の黒 色素胞 を除 いて,他 の部分 には金 くない.筋 肉節数は52十

9讐61(Sanzo;51十7;58).

ハ ダ カイ ワシ 目Myctophida

こ の 目の浮性卵 は,エ ソ科 の魚卵 を除 ぎ,そ の性質 が判明 してい るものは ご く少ない.

エ ソ科Synodontidae

神 谷(1916,『25),Delsman(1938)お よびViJayaraghavan(1957)の 報告 がある.



神 谷はアカエ ソの熟卵を検 し,天 然浮性卵中からエソ類3種 の卵を識別し,記 載した.

DelsmanはJavaSeaか ら2種 のエソ卵を報 告し,そ の うちの1種 は.ワニエソの可能性

があると述べている.VijayaraghavanはMadrus沿 燦からワニエソの天然浮性卵を採

集し,報 告した.

現在までに報告されているエソ類の卵は,球 形,径1.0～1.3mm,～油 球はなく,卵 膜腔

は狭い.卵 膜には翁表面に亀甲状の模様がある.卵黄は 亀裂しない.

ところが,筆 者は道津喜衛氏の好 意 により,ト カゲエ ソの人工授糖卵を検づ闇る機会を

得,卵 膜に亀甲状模様のないエソ卵があることを知つた.筆 者は現在までに,九 州近海か

ら卵膜に構造の あるエ ソ卵を5種,ト カゲエ ソ類似卵2種 を得,そ れ らな親、魚 の 脊推骨

数,熟 卵の性質および出現期等から種名を推定し,検 索に掲げた.

エソ類のシラス型幼期のものは体の腹面に特徴ある黒色素斑を有 し,そ の数が種の誉定

上重要であることはすでに知られている.エ ソ類 と思われる卵か ら孵出 した仔魚は,卵 黄

を吸収 し尽す頃に,体 の各部に散在していた黒色素胞が集まつて,腹 面に4～6個 の大き

な黒色素胞群を作 る.こ の色胞群の数はシラス期のものに比べて逓常1～2個少 ない.卵

内および仔魚前期を通 じ,黒 以外の色素胞は瑚われない.

エ ソ 類,No.2ア カ エ ソ Synodus  variegatzts (Lacepede) ?

(P1.23,figs,1-9)

神 谷(1916)は 熟 卵の性質か ら,犬 然浮性卵 中よ り本種を推定 報 告したが,19251ト の

報 告では別種であろ うと訂IKし た.

熟 』ヲ日 食rflll彰餐;1913臼{10月29日(神谷 ・),ヨ詫,と?1}};]954f卜7Jl21Ll(^ζ で;1で),1山」:=高埼こ ま々

とん ど差 異が な く,径0.98～1.13rnm,卵 膜 の亀 甲状模様径0.022、0.038mm'eあ つ ゾ:TL.

天 然浮性卵 と思われ る もの延岡市周辺か ら6～10月 に 採11iさ れ た.卵 径1.08、1.2〈 〕

mm,亀 甲模様径0.032～0.052mm.晰 化 に.喫1一る時間は19～23'Cで は約61i,28-32℃

で は約3Hで あ つた.1孵出孔 は直線峯芝孔状(figs.1-6).

卵?1化直}後の仔魚(fig.7)は 全 長4.03～ ・4.44mm,胸 鰭 はす でに瑚 われ,」 卵・ll蓼{は細 長 く,

後 端は 第31筋 肉節下 に達す る.肛 門は体の後方か ら約1/4,第45筋 肉節'ドに開 く.休 表

に顆粒構造 が認 め られ る.黒 色素胞は尾端膜鰭 内の 約10佃 のみ.筋 肉節数 は44～46一 ト14～

19==-L60、64.

夏:季の水温(28～32℃)で は孵化 後1日 で卵黄 をかな り吸収 し,口 が開 き(fig.8),眼

と体 の腹面 とに黒色素胞 が現われ る.休 の腹 面の黒 色素胞 は大きな樹枝状 で肛門 までに4

個(第10,18,24お よび40筋 肉節 下)と 尾端近 くに1個 とが認 め られ る.

孵化後3日 の 仔魚(fig・9)は 全長4.76mm,腹面 の黒色素 胞は前段 階の ものに比べ 大

差iはないが,肛 門 までの位 羅が 第6,13,22お よび38筋 肉節 下であつた.筋 肉飾数 には

変化はない、(ア カニニソの 脊推骨数60～64) .

エ ソ類,No.1(P1.23,fig.10)は8月 末 に豊 後水道 から1卵 を採 集 した .前 種 との区

別点は筋 肉節数(47十19・:-66)と 尾 端膜鰭 内に 色素胞 を欠 く点 とであ るが,同一 種 の可能

性 も高 い.神 谷(1925)が エ ソ類 第二種 として 報告 してい るものは,前 種 または本種 と同



じ もの と思 われ る.

WcbcrandBeaufort(1913)に よれ ば,ア カエ ソの全長13mmの 仔 魚は尾端 を除 く

体 の腹画に12個 の黒斑 があ り(図 よ り数 えて,肛 門 までに10個),45mmの ものでは肛 門

までに9個 があ る.こ の点は筆者 が アカエ ソと推 定 した ものとは異 なる.Delsman(1938)

が 報 告した2種 〃)うちの1種1、k,黒 色 素胞 の状態がWeberandBeaufortの 報 告 してい

るアカエソ に似 るが,筋 肉節数(39、40i16～17・ 一・56)は 少 ない よ うに思われ る.

エ ソ 類,No.3ワ ニ エ ソ Saurida  tunibil (Bloch) ?

(P1.24,figs.1-7)

本種(/)人三然浮性」IISと思 われ る ものは 富 岡 か ら6～12月 に得 られ た.卵 径1.09～1.22

mm,卵 膜 の 亀甲模様径0.039・-O.063mm.卵 内発 生や孵化 に要す る時間は前記種 と大差

はないが,孵化 前1日 位か ら胚体 の体 側に黒色素胞が現 われ,除 々に腹面へ移 動す る(fig.

5).孵出孔孚は直線 裂孔状.

孵化直後 の仔魚(fig.6)は 全 長3.50～4.321nm,卵 黄は前種に 比べ て短 く,後 端は第

21筋 肉節下 に位 置する.肛 門 は体 の後方 か ら約1/3の 辺,第35筋 肉 節下に 開 く.黒 色素

胞 、約35個 が眼の上 方か ら耳嚢後方 を経 て胸鰭下 か ら休の腹面に沿い尾端 まで分布 する.

尾端鰭 内には 約20個 の 黒色素胞 がある.筋 肉節数 は35、36十18…53～54.

孵化後28～30時 間 の仔魚(26～28℃)(fig.7)は 卵 黄を 吸収 し尽 し,全 長4.40mm

に達 す る.ロ が開 き,眼 は黒 くなつた.体 の黒色素胞は集 まつて数が減 り,腹 面に並び,

肛 門 までに4個(第4,12,21お よび33筋 肉節 下)と 尾部 中央腹面(第43-44筋 肉 節下)

に1佃 とが認 めら れ た.頭 部の黒色素胞は消 失 した.筋 肉節数 は34十19=53(ワ ニエ ソの

脊髄骨数は49、54).

そ の後の時間の経過 に伴 う変化 は少ないが,尾 部 中央腹 面の黒色素胞 の分布域 が広 くな

る「蕩r↑(数 筋 肉節1こ二亘 る)も あつた.

以上述べ た卵お よび孵化 仔魚はDclsmanが 報 告した ものの1種 とVijayaraghavan

の 報 告 した ワニエ ソに 極めて良 く似てい る.

1951年8月20～25日 に五 島沖で漁獲 された ワニエ ソは熟卵 を持 ち,径1.20～1.35mm

で あつた.卵 膜 の亀甲模様 わ存在 は御1認出来たが,径 は正確に測れなかつた.な お,岡 田

(1955)に よれば壱岐,対 馬で のワニエ ソの産卵期 は8～9月 と云 う.

エ ソ 類,No.4オ キ エ ソ Trachinocephalus  rnyops (Schneider) ?

(P1.24,figs.8一11)

本種の完熟卵 を1955年10月18日 に福 岡市 近 郊の律屋崎町で得た.径1.10～1.20mm,

卵 膜 の亀甲模様 径O.034、0.052mm.

天 然 浮性 卵 と思われ る ものは,1952flt9月26日 に 寓岡,1953年10月3～13日 に延 岡市 周

沸 う・ら得 られ 六二(24、5・・26.3℃).」 漸 釜や亀甲模様 の径は熟卵 と大差 ない.

卵 内発生,孵化 に要する時 間お よび孵出 孔 の形は前種にほぼ等 しいが,卵 内で現 われ る

黒色素胞 の数1よ前 種 よ り多い(figs.8,9).



孵化直後 の仔魚(fi9.10)は 全長3.66mm,卵黄は 短いが後方 が尖 り,策19筋 肉 節下

に位 置す る.肛門 は体 の後方か ら約1/3の 辺,第33筋 肉節下 に開 く.頭部 背面か ら尾 端

近 くまで の休側 には約70個 の黒 色素胞が散在 し,尾 端膜鰭 内に も約20個 があ る.筋 肉節

数は33十20・=-53(オ キ エ ソの 浮椎 骨数は52～54).

エソ類,No5(P1.25,{igs.1--3)

1953年6月27日 に 富 岡か ら得た.径1.16mm,亀lil模 様 径0.030、O。036mm.胚 孔 がilti・j

じ,眼 胞 が分化 していた状態(ng.1)か ら24、25.4℃ の水狙で約4日 後 に孵化 した.購

出孔 は直線裂孔状.

孵化後 間 もない仔魚(fig.3)は 全 長4.56mm,卵 黄は細長 く,後 端 は策25筋 肉節下

に達す る.肛 門は休 の後方 か ら1/4の 辺 に開 く.黒 色素 胞は頭部 に数個,」 卵黄上 に 約20

個,卵 黄後方か ら尾端近 くまでの休 の腹面 に,各 筋 肉節 にほぼ1個 ずつお よび尾端膜鰭 内

に約10個 があ る.筋 肉飾数は36-116=52.

木 種 は神 谷(1925)の エ ソ類第一・種 に似 るが,肛 門 の位 置が'皆 しく異なる.

トカゲエ ソ Saurida  elongata (Temminck et Schlegel)

(P1.25,figs.4-8)

本種 の卵 は卵膜 に亀甲状模様 がない.ま た,孵化 直 後の仔魚 の黒 色素胞 の配置 カミ特 異な

点か ら前 に述 べたエ ソ類 とは容 易に区別出来 る.

人 工授精卵 は径1.20・ ・-1・33mm,天 然 浮性卵 と思 われ る ものは5～7月 に延 岡市 周辺 か

ら得 られ,径1.20～1.30mm,卵 膜 は平滑 であつた.

卵 内発生はエ ソ類の他の種類 と大差はない.水温24-25℃では 受精 後8時間 でMorula

期(fig.4)に 達 し,そ の後22・)30℃ で100時 間 後に孵化 した({igs.5,6).麟 出孔1よ

直 線裂孔状.卵 内発 生 中に胚体上 に黒色素 胞が現 われ るが,こ れ らは孵化 以 前に数 を減 じ

て腹面へ 築る.

孵化直 後の仔魚(fig.7)は 全 長4.11～4.65mm,卵lll{は 細 長 く,後 端は第26筋肉節下

に達す る.黒 色素胞は前頭部に 数個 と休 の 腹 面 に3ま たは4個(肛門 まで に2ま た は3

個)が あ り,そ の位 置は個体 差 が大きい.す なわち第1番 目の ものは 胸 鰭 直 後下 にある

が,こ れを欠 く個体 も多い 。第2～4は それぞれ第13・-17,29～30お よび48～50筋 肉節

下にあ る。体表 に顆粒 構造 が発達 する.筋 肉節数 は32・-33+25N・28・-58、60(本 種 の脊

髄骨数をよ57一 ㌧62).

孵化後12時 間 で 口が開 く.孵化 後1日 の 仔 魚(f『9.8)は 全 長4.30mm,眼 は 黒い.

前 頭部の黒色素胞が消失 した.腹 面の黒色素 胞の位 置は孵化直後 の もの と変 らないが,第

3お よび4番 目の ものは大 きさを増 す.筋 肉節数 は変 らない.

本 種の孵化 仔魚には尾端膜鰭 内に黒色素 胞がない.

トカゲエ ソ類似卵,No.1(P1.25,figs.9,10)

1952年5月15日 に 富岡か ら得 た(19℃).径1.24mm.胚 体 が 卵黄の213を 取 巻 く段 階



ですでに黒 色素胞が胚体 上に 散在 して いた(fig.9).19～23℃ の 水温 では此 の 状態 か ら

36、40時間 後に孵化 した.孵出孔 は直線裂孔型.

孵化後 問 もない仔魚(ng.10)は 全 長3.56mm,卵 黄の形や肛門の位置は トカゲェ ソと

変 らない.休 表 には瓢粒 構髄奮≧が 発達 して いる.約12個 の 黒色素 胞が体 の背面 また は休側

中央部 にあ り,体 の腹面 には直 腸部前方 に1個 認 め られ るに過 ぎない.筋 肉節数は31+26

57.尾 端 膜鰭 内に黒色素胞が ない.

トカゲエ ソ類似卵,No.2(P1.26,figs.1-5)

木種 は富 岡か ら6～10Jl,土々 呂沖か ら8～IOJIに 得 られた(21.5～2Z6℃).前2種 に

比べ て卵 は小 さ く,径0.86、0.94mm.

卵 内発生(figs.1,2)は 前2種 と大差 はないが,胚 体表面 に現われ る黒色素胞はやや大

き く点状であ る.23'-25.4℃ の水 温では 胚孔閉鎖直後 か ら50～51時 間 で孵化 した.孵 出

孔は直線裂孔型 の ものが多かつた.

孵化直後 の仔魚(fig.3)は 全 長2.74～2.97mm,卵 黄 は前2種 に比べ てやや短 く,後

端 は第19筋 肉節 下に位 置す る.肛 門の位 置は全体 の1/2よ りやや後方.黒 色素胞は前頭

部 に5～10個,腹 部 お よび尾部後端 までの 腹面 と体 側に約20個 が 散在す るが,多 くは腹

面に並 んで いる.卵黄 前方に2～3個 の黒色素胞 のある個体 もあつた.休 表 に顆粒 構造が

発達す る.筋 肉飾数は24～26+23～25=49.

膳 化 後1日 の仔魚(fig.4)は 全長3.27mm,眼 に 黒色素胞が現われて きた.体 側の黒

色素胞は腹面へ移 り,数 が減 つた.

孵化後2日 の 仔魚(fig.5)は 全長3.27mm,卵 黄をほぼ吸収 し尽 し,口 が開いた.腹

面の黒 色素 胞の数は さら1こ減 り,胸 鰭直下,腹 部中 央 お よび後方,尾 部 中央に大型 のもの

1個 ずつが認 め られた.胸 鰭直下 の消化 管 ヒに も1,2個 が 見 られ た.頭 部の 黒色素胞は

消失 した.肛門 の位 置や筋肉節 数に変化はなかつた,

テナガミズテング Harpodon nehereus (Hamilton-Buchanan)

Dclsman(1929)が 卵 を図示 しているが,記 載は ない.卵 径約0.8mm,油球 はな く,

卵黄 は亀裂 しない.卵 膜腔は狭い.

ハ ダ カイ ワシ 目の1種?

以 下 に述べ る2種 の卵は,Delsman(1938)がJavaSeaか らハダ カイ ワシ類 の一・種

であろ うと報告 した ものに極 めて良 く似 てい る.

卵 径1・12～1・37mm,油 球 は黄 色,発 生初期 には,例 外 な く2～10個 あ るが,卵 内発

生 中に合 して1個 になる.合一 した油 球径 は0.21～0.27mm.卵 膜 の全表面に三枚羽根状 ・

の小突起 があ り,大 きさ と数 は種類に よつ て異 なる.

卵 膜腔 は狭 く,卵 黄は亀裂 しない.卵 内発生 中に黒お よび黄色 素胞が現 われ る.

孵化直 後の仔魚は全 長4～5mm,卵 黄は前方が膨 らみ,後 端は細 くなつて休のほぼ 中

央下 に達す る.油球 はり卵黄のほぼ 中央下面に位 置し,一 部は卵 黄表面か ら突出す る.肛 門



は体 の後方か ら1/3の 辺 に開 く.筋 肉節数は55～64.

ハ ダ カイ ワシ 目No.1(Pl.27,flgs.1-4)

玉 之浦 において1954年5月23日 お よび5月26日 に採集(19.6℃,20.O℃).卵 径1.30--

1.37mm.卵 は 採集 当時に胚体形成がは じ一まつてお り,油 球 は1卵 ては5イj,fil(径0.03,

0.09,0.13,0.15お よび0.15rnm)(fig.1),他 〃)1卵 は4個(0.11,0.13,0.13お よび

0.14mm)が 認 め られた.卵 膜 表面の突起は基部の幅0.06mm,高 さ0.11、O.15mm,数

は半球面上 に85～90本 で あつた.

22～23.2℃ の水温で,前 述 の胚体 形成期 か ら12時 間25分 後 には12自 芳節 期に達し,5

個 の油 球 が4個 に減 り(fi9.2),採 集後40時 間 には1胚体 は卵 内の3/4な 回 り,胚体上 に1人1

色 素 胞が現 われ,油球 は1個 に合 した(fi9.3).こ の状態か ら32時間 後に孵化 した.孵出

孔 の形 は不 明.

膳 化直後 の仔魚(fig.4)は 全 長4。98mm,眼 に わず かに 黒色 素胞が現われていた.胸

鰭はすでに現 われていた.

黄色素 胞は眼の前方 か ら尾端 までの体 の腹 面に1列 に並 び,体 の背画には}1旬鰭後方に1

個 と尾部後 半 とに見 られた.尾 端膜鰭 内には背腹 面 ともに 黒お よび黄色 素胞が広 がつてい

た.黒 色素 胞は黄色素 胞に伴 つて分布 してい るが,前 頭部,卵 鍵 ド面お よび湘球一ヒに も認

め られた.筋 肉節数 は36+28・-64.

'、ダ カイワシ 目,No.2(P1.27,figs,5-8)

九 州近海 では6～12月 に採 集され る(18～29℃).卵 径1.12～1.33mm,合 ・した場 合の

油球径0.21～0.27mm.卵 膜 の 突起 ぽ基部 の幅0.03～0.05mm,先 端 の幅0.015～0.020

mm,高 さ0.051～0.068mm,i数 は10個 の測定では半 球面上 に197、250木.

卵 内発生 は前種 に等 しく,胚 体 の形成 がは じ まつた段階 か ら13～ ・15℃ で は100時 「1瓠で

孵化した.な お胚体が卵 内の2/3を 回 る状態か ら孵化 までは13～151Cで は57時1潟,26～

27℃ で は20～22時 間 であつた.孵化 に近 くな ると,卵 の多 くは器底 に沈下 した.孵出 孔

は直線裂孔型.

孵化直後の 仔魚(fi9.6)は 全 長4.15～4.82mm,胸 鰭 はすで に現われ てお り,眼 も黒

いが,ロ は開 いていない.色 素胞 の分布は前種にほぼ等 しいが,体 の背面 の色素 胞は前種

よりも多 い.筋 肉節数は30-31十25v26・=55、56で 前 種 よ り少ない.

27～28℃ の水温で孵化 後1.5日 の 仔魚(fig.7)は 全 長4.86、5.36mmに 達 し,卵黄 を

ほ とん ど吸収 し,湘 球だけが消化管下に小球 として 認 められ る.口 は大 き く開 き,胸 鰭 も

発達す る.黒 色素胞は吻端か ら尾端 までの腹面 に密に並ぶ もの と下顎したか ら消化管下面 を

肛門 まで連続 して並ぶ1列 とが顕著で,体 の背面には尾部に 断続 した3群 か認 め られ るに

過 ぎない.尾 端膜鰭 内の黒色素胞は数を増す.黄 色索胞に変化はない.筋 肉飾数 は31卜22

～23==53-N54.

孵化 後5日(240C前 後)に は全長5。75mmに 達 した。色素 胞に変化 はな く,筋 肉飾数

は29十27=56で あ つた.



孵化後7Hの 仔魚((ig.8)は 全 長5.35mm,腹 部 中央か ら尾端 にかけての休の背面に

再 び黒色素 胞が覗 われ た.尾 端膜鰭 内の黒色一素胞は1逗に数 を増 した.筋 肉節数は31+23=

54.こ の 段階か ら死ぬ仔魚が多 くなつた,

木種 はDelsmanが 報告 している2種 の うちの1種 に極 めて近縁 な もの と考 え られ る.

これ らの卵がハダカイワシ 日に属す るか ど うかについてはDelsmanも 述 べ ているよ う

に,そ れ を支持す る具体的 事実 はない.卵 膜に特殊 な構造があ ること,孵化 仔魚の肛門が

体 の後 方に位 瞠す るこ と,筋 肉節 数が53、64で あ ることお よび尾端膜鰭 内に 黒色素胞が

存在す るこ と等 はエ ソ類 に類縁が あるよ うに も思われ る.

ウナギ 目 Anguillida

無足魚類 の変態に関 しては古 くか ら研究 され,多 くの報 告があるが,卵 お よび発育初期

の性質 が判 明 してい る腫類 は少ない.

卵 は大ぎ く,径1.60～4.80mm,卵 膜 には特殊 な構造 はないが,虹 色 に 輝 くものが多

い.卵 膜腔は薯 しく広 く,卵 蝋 よ細か く亀裂す る,油 球は1個,多 数 またはない.油 球 の

色 は無色 か ら黄色 の もの まで見 られ るが,個体 差 と発生段 階に よる濃淡 の差 が大 きい.

孵化仔魚は細 長 く,側 扁 し,多 くの種類で は100個 以上 の筋肉節 があ る.肛 円は体 の後

方 に位置す るが,肛 門後方 に も多数の筋 肉節 があ る.孵化 直 後 または卵黄吸収後 に両顎 の

各側に3～5本 の針状 歯が認め られ る.種 類に よつては す でに顕著 な粘質物を分泌す るも

のがあ る.

神 谷(1916)は 館[[【湾 か らウナギ目 魚卵を6種 採集 し,そ の うちの2種 を記載 した.高

井(1959)は 周 防潤童の材料を 用いてハ モの人工授精を行ない,卵 内発生 と仔魚期について

報告1た.筆 者は九州 近海か ら16種 の卵 を得 た.こ こでは検 索において述べ たよ うに ウ ミ

ヘ ビ科 とその他の種 とに分け て記載す る.

ウ ミヘ ビ科Ophichthidae

卵 内発 生中若 し くは孵化 後時間 の経過 と共に休の 腹面 に大 きな黒色素胞が現われ るもの

を ま とめた.

ウ ミヘ ビ科,No.1(P1.28,figs,1-4)

1952年10月2日 お よび8日 に富 岡か ら採集(23。6,23.5℃).

卵 径2.65お よび2.83mm,油 球 は1卵 では1個,径O.33mm,他 の1卵 で は径0.17～

0.27mmの もの4個(卵 内発 生中に1個 に 合した)で あつた.採 集当時嚢 胚期 にあつた卵

(fig.1)は20～230Cの 水 湿で5El後 に は 胚 体は卵 内を ・周 し,尾 部 に 黒色素胞 が現わ

れ,6日 後には腹部腹面に4個 の黒色素叢 が形成 され,176～178時 間後 に孵化 した.孵化

直 演には胚体は卵 内の11/3を 回 つていた.孵 出孔の形は不整 形.

孵化後5～6時間 の仔魚(fig.4)は 全 長9.60mm,卵 黄 は細長 く,後 端 は体 の1/2よ

り後 方に紳び,肛門 は休の後方 か ら1/3の 辺 に開 く.眼 は黒 く,口 は開いてい るが,針 状

歯は認 め られない.油 球は卵黄前端に あ る.黒 色素叢 は肛門 までの腹 面に4個(第8-9,



20-22,34-36お よび46-48筋 肉節 下),尾 部 前方腹面 に1個(第68-72筋肉節下)が

あ り,尾 端には背 腹面 に大 きな1叢 があ る.筋 肉節数 は57+約70.

孵化後3日 で卵黄をほ とん ど吸収 し尽 したが,全 長 に 変化はな く,針 状歯 も三現われなか

つた.黒 色素叢 は分布域 が広 くな り,か つ2～4筋 肉節 ほ どll『方へ移 つた.肛門 までの筋

肉節'数は55で あつた。

ウ ミヘ ビ科,No.2(P1,28,figs.5-7)

1952年9月1日 に富岡か ら採 集(28.OoC).卵 径2.89、3.83mm,油 球 は癒い.卵 径の

変異が大 きいが,孵化 仔魚の観 察か ら同 種 と思われた.

採 集当時胚体 が 卵 内の3/4を 回 つていた ものでは 未だ 色素胞 は ヨ'1、1われ てい なかつた.

27～28℃ の水温で1日 後 には胚体は卵 内の1周以上 を 回 り,眼 が 黒 くな り,腹 中線をは

さんで8対 の大きな黒色素 胞が認 め られた(fig.5).こ の状態 か ら5-11時 間後 に孵化 し

た.孵出 孔 の形 は不整形.

孵化直後 の仔魚(fig.6)は 全 長10.2mm,口 は 開 いているが,針 伏歯 は 親 われていな

い.卵 黄 は前部 がふ くらみ,後 方 は細 くなつて休の後 方か ら1/3の 辺 まで紳びてい る.肛

門 の位置 は体 の後方 か ら1/5の 辺.腹 面 の黒色素叢 は肛 門 までに5イlliiT(胸鰭直 下,筑7-

8,16-17,30-32,44-47お よび61-65筋 肉節 下),尾 部 第84-91筋肉節下 に1個 お

よび尾端 背腹面に1個 があ る.筋 肉節数は74+約75.

孵化後12時 間 の仔魚は全長12.2mm,金1状 歯 の形成がは じま り,ヒ 顎に3,下 顎 に4

木 が認 め られた(い ずれ も各側).卵 黄をか な り吸収 したが,な お腹 面には塊状 の 」ヲ[琳が

断続 して付着 していた.体 の腹面 にはさ らに3個(2個 は肛門 よ り111∫方)の 黒色素 叢が硯

われた.筋 肉節数 は75+約75.

孵化後4日 の仔魚(fig.7)は 全 長13.2～15.1mm,卵 遊 をほぼ 吸収 し尽 した.針 状幽

は両顎 ともに片側に5本 が認 め られた.腹 面の 黒色 素叢は 更に数 を増 し,肛 門 までに10

個,尾 部 に3～5個 が認 め られた,筋 肉節数は74+70以 上.

ウ ミヘ ビ科,No.3(Pl.29,figs.1-3)

1953年10月3日 および6日 に土 々呂沖 か ら採 集(24.5,26.4℃).卵 径3.77・-3.78mm,

油 球 は黄色,数 は18～19個,径0.06～0.10mm.

19～260C(20-)23℃ の 期間が 長 い)で 採 集後30時 間に胚体 が卵黄 の2/3を 取 巻いて

いた卵(丘9.1)は,3.5日 後 に胚体 が卵 内の3/4を 回 り,腹面 に 黒色素胞が現 れ(ng.

2),1日 後(採 集後6日)に孵化 した.購 出孔は直 線裂孔型.

孵化直後 の仔魚(fig.3)は 全 長12,02mm,卵 黄は小さ く,後 端 は休 の中央 に達 しな

い.油 球 は2個 に減つ ていた.口 は開 き,針 状 歯は未発達 であつたが,両 顎 ともに片側 に

4本 が認 め られ た.眼 は黒 い.黒 色素叢 は胸鰭直下 か ら肛門前 方 までの体 の腹 面に,ほ ぼ

等 間隔に8個(第4-5,10-12,18-21,26-27,32--35,42--43,49-57お よび68-

74筋 肉節 下)あ り,第4お よび6番Llの ものは小 さい.尾 部腹iFifには 第89-98筋肉節下

と尾端背腹面 とに1叢 ずつが ある.筋 肉節数 は82+約70.本 種 は 神 谷(1916)の 多脂 第



卜二 号,ア ナ ゴ?と 同一 種 と考 え られ る.

ウ ミヘ ビ科,No.4(P1.29,figs.4,5)

1953年8月26日 にHlilJibllilから採集(29.8uC).卵 径3.16mm,油球 は無色,39個,径

0.05～0,10mm.

採 集後24～32℃ の 水温で28時 間には胚体は卵 内をほぼ1周 して いたが,色 素胞は現わ

れて いなかつた(fig.4).こ の状態 か ら35～37時間 後 に孵化 した.孵出 孔 の形は 不明.

孵化直後の仔魚(fig.5)は 全 長9.40mm,卵1'{は 前 後 に 絡れ て細長 く,後 端 は体 の中

央 よ りやや後方 に達 す る.湘 球は大部分卵黄前 方に集 り,19個 に減 つていた.口 は開いて

いるが,釧 状 歯は未発達 で各側に上 顎4本,下 顎3木 が認 め られ た.眼 はわずかに黒い.

休腹面 の黒色素胞 は叢状 または小さい 樹 枝状胞の 集団で,肛 門 までに4個(第8-11,

21-23,45-49お よび70-76筋 肉節 下)が あ り,第2お よび3番目 の ものは卵 黄上 に

あ る.尾 部腹面には第95-103筋肉節下 と尾端背腹面 とに1叢 ずつがあ る.腹 部 第2番 口

の黒色素 胞群 の前後 に小 さい黒色素 胞が1～3個 認 め られ る.筋 肉筋数 は85+約110.

ウ ミヘビ科,No.5(P1,29,figs.6,7)

1953年7月21日 に土 々呂沖で採 集(25・4℃).卵 径3・12mm,油球 は無色,39個,径

0.07～0.17mm.

卵 は採 集後8.5時 隣Jにほぼ10筋 節 期にあ り,眼 胞 が分化 していた.油球 は胚体 の反対側

の 卵 己1}1表両 に 集 まつて いた(fig.6).24～32℃ で は この 段階 か ら75-82時間 で孵化 し

た孵出孔の形は不明卵1化後1Hの 仔 魚(fig.7)は 全 長10.98mm,卵,lefは 未 だ大 き く,静 後に総 れてい る.

両 顎には片側に4乍 ずつの針 状歯が認め られた が,十 分発達 していなかつた.眼 は黒い.

休 の腹面 の黒・色素}1包の形 と 分布 は 前種 にほぼ等 し く,大 型 の ものが肛門 まで に4個(第

6-7,20-23,48-53お よび79-83筋 肉飾下),尾 部 に1個(第108-114筋 肉節下)お

よび尾端背腹面 にあ り,小 型の ものは第2～3番[に2個,3～4番 口に1佃 が あつた.

筋 肉節数 は90i約90.本種は 前種 に良 く似 てお り,同 一種 の可能性 もあ る.

ウ ミヘ ビ科,No.6(Pl.30,丘gs.1,2)

1956年7月2日 に土 々呂沖か ら採集(23.2℃).卵 径2.20mm,卵 膜 の内側 に織 があ る.

油 球は無色,30個,径O.04、0,13mm.

採 集後2時間 には胚体は卵黄 の1/2を 取巻 き,筋 肉節5個 が認め られた(fig.1).23.2～ ・

25.2℃ の 水温で この状態か ら30時 間後 に孵化 した.購 出孔の形は不明.

珊 化後2.5日 の 仔魚(fig.2)は 全長7.02rnm,卵 黄 はかな り吸収 され,体 の腹面 に断

続 して付着 し,油 球 も各卵 黄塊に含 まれていた.眼 は黒 く,口 は開 いているが,針 状歯 は

未発達.体 の腹面には大小の 黒色素叢 が不同の間 隔で並 び,肛 門 までに8個(第8-9,

13-15,22-25,27-28,36-39,52-56,64-67お よび69-74筋 肉節 下),尾 部 第78-

82筋肉節下 と尾端背 腹 面に1叢 ずつがあ る.筋 肉節数は77+約60.



ウミヘビ科以外のもの

卵内発生中または孵化後時 日を経ても体の腹面に大きな黒色素胞が瑚わ れない種類をウ

ミヘビ科から分けた.し か し,ウ ミヘビ科の魚卵から孵化 した仔魚がすべて腹面に大きな

黒色素胞を持つとい う確証はないし,ウ ミヘビ科以外のウナギ目魚卵から卵劉U.た 仔魚に

は例外な くこのような色素胞がないとい うことも分つていない,ウ ナギ目魚卵をこのよう

に2分 することは妥当とは思われないが,現 在の知識か らは止むを得ない.

ハ モ Muraenesox  cinereiis (Forskal)

高 井(1959)の 報告が ある.氏1よ1957年9刀9[1に 山ll県 光li∫牛 、ピ、》漁港に水揚 げされた

材料 を用 いて人工授精 を行 なつた.

完 熱卵 は径1.5～2.2mm(多 くは1.6～1.8mm),油 球 は40、60個,径0,095mm以 下,

卵 内発生 中に数 が減 る,20～22℃ の水温 では 受精 後1時 間30分 に 第1分 裂,13時 間 に

Morula期 に 達 し,20時 間35分 に 筋 肉節4個 が分化す る.42時 間 後には61筋 肉働 切に

達 し,Kupffer胞 が消失す る.こ の時期 の卵径 は平均1。934mm,卵 黄 長径1.334mm.

63-69時 間後 に頭 部か ら耳孵出す る.水 温24～260Cで は受精後38時間 で孵化 す る。

孵化直後 の仔魚 は全長3.072、3.436rnm,卵1亡{の 長さは平均2.352mm.油球 は卵 黄 ド

方に散在 し,前 部 のものは径0.195～0.212mm.mよ 開 いていない.筋 肉節(よ前 後,lll}が未

分化 であ るが,卵 黄後端 まで に61～64個,総 数 は81～83個 で あ る.色 素 胞はない.孵化

後24時 間 の仔魚 は全長5.040、5.184mm,肛門 までの長 さは3.968～4.512mm,総 筋 肉

節数 は98・-122個.35時間 後 に1二1が開 き,40時 間}ξは全長平均5.559mm,肛門 までの長

さ4.676mm,卵 黄は前部 を除 き 管状 にな り,長 さ3.529mm,油 球 は7個 に減少す る.

上 顎先端は尖 り,わ ずかに褐色 を呈す る.肛 門 まての筋肉節数は84個,総 数は127個 で;㌻、

る.42時 間50分 後 には死んだ.

同氏 は周防灘で垂直 曳網 に より孵化 直前 の天然卵 を採 築し,そ の結果 ヘモは 半浮性 」ヲ陵

産む と想像 している.な お周防灘におけ る産卵期は7～9月 で ある.

ウ ナギ 目,No.1(P1.30,figs.3,4)

1954年2月9日 に土 々呂沖か ら採 集(19.3℃).卵 径3.18mm,卵 黄径1.84mm,油 球

は黄色,1個,径0.38mm.

採 集後5.5時間 には胚孔閉鎖直後の状態にあ り,筋 肉節は現われ ていなかつた(fig.3).

この段階 か ら14～20℃(大 部分 は18℃)の 水温では7日 後 に孵化 した.卵 内発生 中にをIL

素 胞 はi現われ なかつた.孵出 孔 は直線裂孔型.

孵化直後の仔魚(fi9.4)は 全 長9・18mm,口 は 開 いているが,針 状歯は 未分化.卵 黄

は前 半がほぼ半球 形で,後 方 は細 く紳 び,体 の後方 か ら1/3の 辺 に逮す る.油 球 は酌方 の

半球部 の中央下面 にあ り,一 部 は卵 黄か ら突 出す る.肛 門は休の後方 か ら1/5の 辺 に開

く.胸 鰭は小 さい,筋 肉節数は72+約60.色 素 胞はない,



ウナギ 目,No.2(Pl.30,figs.5,6)

1953年8月22日 に土々呂沖 か ら採 集(27・6℃).卵 径3・12～3・26mm,垣[横 径170、1・78

mrn,油球 はない.

採 集後4時 間には胚 皮が卵 黄の1/2を 掩 い,胚体 分 化がは じまろ うとしていた(fig.5).

この 状態か ら24-・31.6℃ の水 温で4～5日 後 に孵化 した(3卵 中1卵 は4日,他 の2卵

は5日 後).孵出 孔 は直線裂孔型.

孵化後1日 の仔魚(ng.6)は 全 長9・18mm,卵 黄をほぼ吸収 し尽 していた.肛門 は休

の後方 か らほぼ1/5の 所 に開 く,両 顎の各側 に4本 の針状歯 が認 め られ た・眼 に黒色素 胞

が現われてい る以外に色素胞 はない.筋 肉節数は53十 約55.

孵化後21」 の 仔魚は全 長10.2mm,肛 門 の位 置や色 素胞に変化 はなかつたが,筋 肉節 数

は60・1約40で あ つた.

ウ ナギ 目,No.3(P】.31,iigs.1-3)

富 岡 か ら8～9月,延 岡周辺か ら7～8月 に採集 した(22・9～29・8℃).卵 の 大 きさに変

異が大 き く,卵 径306--4・36mm(3・3--3・6mmの ものが多い),卵 黄径1.70～2.00mm,

油球は ない.

上 記期間 に16個 の卵が採集 されたが,採 集 当時(午 前 中)の 発 生段 階は,11個 が 嚢胚

期(胚 皮が卵 黄の1/2～1/3を 掩 う),3個 が それ か ら1日 後 の 段 階,1個 が更に1日 後

の ものであつた(1卵 は 観 察しなかつたため 不 明).こ のことか ら考 えて,産 卵はほぼ定

まつた時 刻(恐 らく夜半 頃)に 行 なわれ るらしい.

嚢 胚 期にあつた卵1よ24～28℃ の水 温で1.5日 後 に胚体が卵 黄の1/2を 取 巻 き,筋 肉節34

個 が 形 成され,レ ンズお よび耳嚢が分化 した(fig.1).

採 集 後2.5日 に は胚体は 卵 内の約2/3を 回 り,筋 肉節は81個 に増加 し,心 臓 の鼓動 と胚

休 の迩動 とが 盛 んになつた(fig.2).採 集後3.5日 に は 胚体 は卵 内をほぼ・一周 し,こ の前

後か ら眼に黒色素胞 が現われ てきた.採 集後5日 で孵化 した.孵出 孔は直線裂孔型.

孵化直後の仔魚には種 々の発育段 階の ものが見 られた.全 長 の最小 は9.35mm,腹 面 に

は長 さ4.4mmの 卵 黄があ り,未 分化 の針状歯が 両顎 の各側に4本 ずつ 認 め られた.最 大

の ものは全長11.06mm,卵 黄 は全 くな く,針 状歯は十分 に発達 していたが,数 は各側 に

4本 ずっで変 りない.い ずれ の場合 も胸鰭は現われてお り,眼 は 黒 い.眼 を除 いては色素

胞 がない.肛 門は休 の後方 か ら1/3と1/5の 問 に開 く.筋 肉節 数は61～62+60-}70.卵1

化 仔魚 は顕 著な粘質物 を出す.

孵化後1日 の仔魚は4}長11.16mm,腹 部 中央付近 か ら尾端 にかけての 体側正 中線に沿

っ て黒色点状胞が 現われ る.

孵化後3日 の 仔 魚(fig.3)は 全 長,肛門 の位 置,針 状歯数お よび色素胞に 変化 はない.

筋 肉飾数 は61～63-i-60--65--122～128で あった.

ウ ナギ 目,No.4(Pl.31,figs.4-6)

九州近海 では 奉種 の卵 は前種 とほぼ 同 じ時期に 出現 し,産 卵時刻 も 同 様 で ある,



卵径4.26～4.80mm,卵 黄径約2.4mm.湘 球 はない.卵 内発生 は前種 とほぼ1・flじで,

24.8～29.8℃ の水温 では 嚢胚期か ら110--116時間 で孵化 した.た だ 奉種では卵 内で体側1

正 中線に沿 つて点状 黒色 素胞が現 われ る.卵 咄 孔は直 線裂孔型.

孵化後 間 もない仔魚(fi9.5)は 全 長12.05～12.30mm,卵黄 は 細長 く消化 管下 面に着

生 し,ほ ぼ第13-76筋 肉節 下を占めてい る.肛門 は休の 後方 か ら1/5の 辺 に 開 く.胸 鰭

後 方か ら尾端近 くまでの 体側正 中線上 に,各 筋 肉 節 にほぼ1個 ず つの点状 黒色素 胞カミ並

ぶ.眼 にはすで に虹彩が現われ,胸 鰭 も大 きい,針 状歯 は両顎 とも片側に4本 くず つが認 め

られた.筋 肉飾 数は82～84+約60.

孵化後32時 間 で卵黄を吸収 し尽 し,全 長13.8mmに 達 した,1=顎 に さらに1/く の針 伏

歯が現われ,各 側5木 になつた.

孵化後4.5日 の仔魚(丘9.6)は 全 長11.7mm.仔 魚 は衰弱 し,全 長 も減少 した.針 状

歯』は両顎 とも片側に5本,筋 肉節…数は84+約60.

筆 者・は検索 にお いて木種 をマ アナ ゴAstroeongermyriaster(Brevoort)と 推 定 し発表 し

た.そ れ は本種が九 州近海 に夏 に出現す るウナギn魚 卵の うちでは もつ とも普通であ り,

孵化仔魚 の体側筋 肉節数が マアナ ゴの 変態前のLeptocephalusの そ れ と・・致 したか らで

ある(内田,1932,'58に よれ ば139～144).と ころが高井(1959)に よれば,マ アナ ゴ

の卵 には多数 の油球 があ り,さ らに完熟 卵を持つた魚体 が沿岸では 得 られず,成 熟 に達 し

た魚 の出現水域 で も受精卵 ない しは発育初 期の仔魚は採集 されない と述べ,接 岸 した仔魚

の変態経過等か ら推 して産卵 は深海が沿岸に接近 した黒潮の本流や 支流域 で打 なわれ ると

考 えてい る,

以上の理 由か ら奉種 をマ アナゴと推定す ることは出来 ないと考 え,こ の機 会に訂iEし て

お く.

ウナギ 目,No.5(Pl.32,figs.1,2)

1953年10月6日 に 日向灘か ら採集(26.4℃)。 卵径4.42,4.46mm,油 球 はない.両 卵

とも採 集後19--26℃ で1.5日 に は胚体 は卵 内の2/3を 回 り(fi9・1),」 二記水温 で5--5.5

日後 に孵化 した.孵出 孔 は直 線裂孔型.

本 種は多 くの点で 前種 に似 るが,孵化 仔魚の肛 門 までの筋 肉節数 が78で あ る.黒 色 素胞

や針状歯数 には差 がない.

膳 化後14～23時 間 の仔魚(fig.2)は 全 長11.46mm,卵 黄は未 だ残存 し,消 化管下方に

細長 く着生 していた.筋 肉節数 は78+約55.

ウ ナ ギ 目,No.6(Pl.32,figs.3,4)

1953年8月27日 に土 々呂港 外か ら採集(27.6v).卵 径4.40mm,油球 は無色,17イ1・1・1,

径0.05、0.13mm.

採 集後&5時 間(fi9.3)に は 胚体の尾 部は卵 黄か ら離れ.63個 の筋肉節が数 え られた・

胚体の運動 と心臓 の鼓 動 とはすでに認 め られた.こ の段階か ら25-32℃ で は4日 後 に卵孚

化 した.孵出 孔は直線裂孔型.



孵化後2日 の 仔魚(fig.4)は全長9.74mm,卵 黄 は完全に吸収 されていた.肛1旧 まで

の長 さは全長の84%.針 状 歯は十分 に 発達 し,両 顎 ともに 片側に4本.眼 は黒い.小 点

状黒色胞が第10筋 肉節 部か ら尾端近 く までの 休側正 中線上 に,各 節 肉節 にほぼ1個 ずつ

が ・巌んでいた.筋 肉節数は84十 約60.

ウ ナ ギ 目,No.7(P1.32,Iigs.5,6)

1953q{5月30EIに 豊 後水道 か ら採 集(21.2℃).本 種 は前種 に酢似 し,同 一種であ る可

能性 もあ るが,観 察例 が少ないため 一応別 種 とし,主 な 相違点 のみ を摘記す る.

卵 径3.80mm,油球 径0.07(・O.11mm,数 は50個.

採 築後7.5時 間 には胚体は卵黄 のほぼ2/3を 取 巻 き,41個 の筋 肉節 が認 め られ た(fig.

5).こ の段階 は誼種 の図示 した もの より発生 の初期 にあるが,卵 黄の変形が著 しい.こ の

状態 か ら18.8～ ・25.0℃ の水 温で86.5～89.5時間 後 に孵化 した.卿 出孔は 直線裂孔型.

孵化後約12時 間 の仔魚(fi9.6)は 全長11.60mrn.口 は 開い てい るが,針 状歯 は形成

されていない.油 球 は23個 に 減 り,卵 黄前方 に散在 してい る.肛 門 までの 長 さは全長 の

79%.色 素 胞は 現われ ていない.筋 肉節数 は82+約70.

一般の浮性卵か ら躍出 した仔魚では卵黄を吸収す るに伴い,尾 部 の伸長が著 しいか,肛

門 の位 置が前進す るか して,肛1UjA{で の長 さの全長に対す る割 合は小 さ くな る.前 種 よ り

発育段 階が初 期にあ りなが ら肛門 までの長さの割 合が小 さい点を主 な区別 点 とし,検 索 に

掲 げた.

ウ ナギ 目,No.8(P1.33,Ilgs.1,2)

1953年10月7日に豊後水道,同月13日に 土々 呂沖か ら採集(25.8,25.9"C)。卵径2.32,

2.81mm,～油球は 淡 黄色,径0.03、0.181nm,数は7個,20個,両 卵 とも採 集時 には 司 一

発 生段階にあつ た.

採 集後9時 間に1よ胚体は卵 内の3/4を 回つ ていた(fig.1).20、24℃の 水 温では この

段 階か ら9時 間後 に孵化 した.購 出孔は不整 形であつた.

腓 化 後問 もない仔魚(fig.2)は 全 長5.56mm,卵 黄は大 き く,細 長い.そ の後端は第

45筋肉節下 に達す る.油 球 の多 くは卵 黄前面 に散在 していた ・ 口は未 だ開かず,胸 鰭 も現

われていない.策4～6筋 肉節 下に嚢状物 がある.肛 門 は卵 黄の少し後方,体 の後方か ら

1/4の辺に開く筋 肉節数は51-148=一 一99.

本種 は神 谷(1916)の 多脂 第 一号お よびDelsman(1933)が 不 明種 として 記載 図示 し

て いるものに似てい る.し か し孵化 後の経過が不明なため同 一種か否か確言 出来 ない.

ウナギ 目,No.9(P1.33,figs.3-5)

19531卜10月20日 に」1= 呂々沖 か ら採 集(25.4℃).卵 径2・43mm,卵 膜 の内側に織があ

る.油球 は無・色,径0.05、0.07mm,数 は24佃 ・

採lll後5時 間には}Hi休 はJll横 の 約1/2追 ご取巻 き,眼 胞 が分化 していた(fig・3)・21～

25.6℃ の水温で この状態か ら18時 間後には胚体 の尾部は卵 黄か ら離れ,50個 の筋 肉節が



分 化 した(fig・4).同 水 温で採集後54時 間で孵化 した.亘孵出孔 の形は不明.

孵化後18時 間 の仔魚(fig.5)は 全長7.14mm,卵 黄後端 は第40筋 肉節 下に達 する油

球 は小 さ くな り,数 も3個 に減 つていた.肛 門は体 の後方 か ら1/4の 辺 に開 く.口 は未 だ

開いていない.尾端 背 腹面に黒色 素胞があ る.筋 肉節 数は48-・1約70.

本 種 は前 種に似 てお り,し た がつて,神 谷(1916)の 多 脂第 一号一と同種の可 能性 もあ る.

1,D,No.1(Pl.33,figs.6,7)

ウナ ギ目 またはニシン 目の魚卵 に似 て所属 不明のもので ある.

19531i{8月10日 に豊後水道 か ら採 集(23.6℃).卵 径1.90mm,卵 膜 は 虹色に輝 ぎ,内

側 に不規則 な繊 が見 られた.油球 ぱ無色,1個,径0.33mmで あ つたが,卵黄 表面に接

す る部分 は扁平 であつた.卵 黄は細 か く亀裂す る.

24～28℃ で採 集後11.5時 間 には40筋 節 期 にあ り,レ ンズお よび 耳襲 が分化 していた

(fig.6).同 水 温で採集後24～26時 間 で孵化 した.卵fPtH孔 は 不整 形.孵化 後 の空殻 では

卵膜 の織は認 め られなかつた.

孵化直後 の仔魚(fig.7)は 全 長5.42mm,口 は 開かず,胸 鰭 も チ賜)れ ていない.卵Ill丘

は 細 長 く,第7-53筋 肉節 下を占め,油 球は卵 黄の前端か ら突 出 し,そ の形はほぼ半球 形

であつた.卵 黄前 方には複雑 な嚢 が3佃 認 め られ る.肛 門は休の後方 か ら1/10の 辺 にあ

り,先 端 は膜鰭縁辺 に達 していない.色 素胞は全 くない.筋 肉節数は74+(6+X)二 ・80+X

が 数 え られた,尾 部筋 肉節数 は7個 しか数 え られ なかつたが,そ れ より後方 は未分化 で,

将 来なお相 当数 が形成 され るよ うに思われた.

本種の所属についてはニシン 目(特 に ワニ トカゲギ ス 亜 目)と ウナギ 目 とが 考えられ

る.肛 門の位 置や筋 肉節 数は前者 との類縁 を,瑚 ヒ直後 の仔魚 の魚体 前部 にあ る複剰{な嚢

と頭部 か ら脊索始部 にかけ ての構造 は カナギ目との類縁 を示唆 してい るよ うであ る.

ダ ツ 目Belonida

この 目に属す る魚 の多 くのものは卵膜に纒絡 糸を有す る沈性 卵 を産む.し か し,沖 、'「生

活 に適応 した もので は浮性卵 を産む種類があ り,MurrayandHjort(1912),Dclsman

(1924),Bruun(1935)お よび今井(1958,'59)等 に よつて 報告 され ている.

筆 者 は未 だこれ らの天然浮性 卵を採集,飼 育 した ことはないが,山口 県立水 産高校 の川

崎正 美氏 より固定保存 された標本の貸与 を受 けた.こ れ らの卵 は特異 な 形態を有す るもの

で,固 定保存 した材料で も容易に所属を知 り得 る.こ こには図 と簡単 な記載 とを掲 げる.

記 載 した2種 はいずれ も1957年8月1日 に大東島北 東で採集 された ものであ る・

サ ヨリ トピウオ  Oxyporhamphu  s micropterus micropterus

(Cuvier et Valenciennes) (Pl. 34, figs. 3, 4)

卵径1.72mm,油 球 はない.卵 膜 の表 面には長さ0.065、0.08mmの 小 突起 が半球面上

に約50本 ある.突 起 の基部 の幅は0.017mm,先 端 は細 く尖る.採 集時には胚皮が卵 黄の

1/2を 掩 い,胚 体原基が現われていた.



今井 によれば卵径1.8～2.1mm,突 起 の長 さ0.08～0.12mm,半 球 面上 の数は37～60

個.九 州南方海域 には5～7月 に卵 が出現 す ると云 う.

トビウオ亜 目の1種,No.1(P1.34,figs.1,2)

卵 径1.82mm,退 化 纏絡糸 は前種 よ り長 く,0.70～0.83mm,基 部 の幅は0.017mm,

途 中 に分節 があ り,数 は40～80奉.直 径0。03～0.08mmの 油球様 の ものが約10個 見 られ

たが,団 定保存に よる 異常親 象か も分 らない.採 果時に 約20筋 飾 期にあつたが,色 素胞

は現わ れていない.'ト ビウオ類 の1種 と思われる.

ヨウジウオ目 Syngnathida

このHの 魚の産卵習性には変つた ものが多い.浮 性卵を産む ものは,現 在 までの ところ,

ヤガラ科Fistulariidaeだ け しか知 られていない.

Dclsman(1921)はJavaSeaか らアオヤガラ の 卵お よび仔,稚 魚 を報告 している.

筆 者は1954年5月10ヒ1に,男 女群島 の女島 ブ リ漁場で漁獲 された全長160cmの ア カヤ

ガ ラの熟卵 を検 し,浮 性 であるこ とを確めた.

アオヤガラ Fistularia villosa Ktunzinger

Dclsrnanに よれば卵径1.50～1.70mm,卵 膜 は 内外2膜 に分れ,外 膜 は厚 く,強 靱 で

あ る.卵 黄に亀裂 はな く,卵 膜腔 は狭 い.油球 はない.

放卵 は早 朝に行 なわれ,放 卵後2日 には 胚体 は卵内の3/4を 回 り,卵 黄上に黒色素 胞が

現 われ る.3日 後 には卵 内を ・周以上 し,4日 後 に孵化 す る.

孵化直後の仔魚は 釜長約6mm,頭 部腹 面か ら卵黄 の ド側,腹 膜鰭縁辺(前,後 共)お

」、ひ 尾祁腹面 にぱ 多数 の樹伎状 黒色素胞があ り,尾 端 では背 面に も分布 している.体 の前

方の筋肉節 の上下 縁 にし耐 ・韓が認めら れ るが,後 方にゆ くに従 い不明瞭にな る.筋 肉節数

L.に50-}32二82,

嚇 化 後2日 の仔魚は全 長6.5nlmに 達 し,卵黄 をほぼ吸収 し尽す.

アカヤガラ Fistularia petimba  Laceped (P1. 34, figs. 5-11)

前述の熟卵は径2.04-2.09mm.本 種 の天然 浮性 卵は九州近海に は5～7月 にかな り多

く出硯す ると思われ る.た だ固定保存 した卵の多 くが発生 のご く初期 にあるため確言 出来

ない.こ の時期 の表画海水 紬 よ20.0～24.0℃ で ある.

天然浮性卵 は径1・80～ ・2・10mm,卵 膜 は一重,特 殊な構造 はない.卵 黄は亀裂 せず,卵

膜 腔は狭 い.油 球 はない.採 集時 の発生段階か ら考え て,放 卵は早朝に行なわれ るもの と

思われ る.

1954年5月26日 午 前8時30分 に玉 之浦 で得 た卵 は,採 集直後に4細 胞期にあ り,17～

22℃ の水温 で5時間 後にMorula期(fig.5),29時 間 後に嚢 胚期(flg.6)に 達 し,60時

冊 後には胚皮 は卵黄 のほぼ2/3を 掩 い,眼 胞 が分化 し,9個 の筋 肉節が 現われ,Kupffer

胞 も認 め られた(fg.7).84時 間 後 にはすで に 胚孔 が 閉 じ,筋 肉節30個 が認 め られた



(fig.8).120時 間後には胚体 は卵 内の2/3を 回つたが,色 素 胞 は 瑚われていなかつた

(fig.9).こ の状態から間 もなく死んだ.

1956年6月12日 午前8時 に屋久島付近で採集した卵は32細 胞期にあゾ)た.そ の後の発

4の 大部分を船上で過 したため詳細は不明であるが,24～28℃ の水温で採集後30時 間に

胚孔を閉じ,6日 後には胚体は卵内を11/4周 し,点 状の黒色=素胞が胚体 と卵黄 ヒとに多

数現われ,点 状の黄色素胞が胚体.ヒに散在 していた(fig.10).こ の状態から11時 【得後に

興化 した.孵出 孔の形は不明.

孵化直後の 仔魚(fig.11)は 全長7.08mm,卵 黄は大きく,細 長 く,そ の後端は体の

中央 より後方に達する.肛 門は体の後方から1/3の 辺に開 く.体 表 に 瓢粒構造が発達す

る.胸 鰭は大ぎく,眼 も黒いが,口 は未だ開いていない.点 状黒色素胞は馴」黄全表画に散

在し,体 の腹面には耳嚢下から尾端 まで並び,消 化管下面にも見 られる.尾 部後方の腹膜

鰭内にも,休 の腹面に近 く,樹 枝状胞が約20個 散在する.黄 色素胞は塊状または点状で,

前頭部か ら尾部中央までの休の背面に散在している.筋 肉節数は53+33…:86,

木種の孵化直後の仔魚にはアオヤガラに見られる棘状物がな く,腹 膜鰭内の黒色粛1包も

数が少なく,縁 辺 よりも休の腹面近 くに分布する.
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 Resume 

   In the previous paper the author gave the keys to the pelagic fish eggs 

and hatched larvae found in the adjacent waters of Japan. For the convenience 

of the usage of the keys, the figures and descriptions of the egg development 

and hatched larvae of identifiable species will be given in the present and 

following papers of this series, excepting the figures of some species which 

the author could not observe. 

   In the present series are contained 48 species belonging to the orders or 

suborders Clupeina, Chanina, Stomiatina, Myctophida, Anguillida, Belonida and 

Syngnathida. The general characteristics of the pelagic eggs and hatched



larvae belonging to the above mentioned orders or suborders  are as follows : 

Clupeina. Konosirus punctatus (Temminck et Schlegel), Anodontostoma cIacunda 

(Buchanan-Hamilton), Etrumeus micropus (Temminck et Schlegel), Sardinops 
melanosticta (Temminck et Schlegel), Ilisha elongata (Bennet), Engraulis japonica 

(Houttuyn), Stolephorus zollingeri (Bleeker), S. indicus (Van Hasselt), Thrissa mystax 

(Bloch et Snyder), Setipinna taty (Cuvier et Valenciennes), Coilia rnystus (Linne), 
Chirocentrus dorab (Forskal) and C. hypselosoma Bleeker are known from Japanese 

waters as well as from the Java Sea. The shape of the egg is ellipsoidal in 

the species belonging to the subfamily Stolephorinac and globular in other 

species. The diameter of the egg ranges 0.7-2.5 mm. The perivitelline space is 

wide or narrow. The egg membrane of most of the species is smooth, without 

any conspicuous structure or glistening, but some species have a minute 

appendage or hexagonal mesh structure on the egg membrane. The yolk is 

segmented as far as known. The oil globule is absent or present. The hatched 

larva is elongate, having more than 40 myotomes and the anus is situated far 

backwards. During the course of the egg and larval development only the 

melanophores appear. 

   Chanina. Chanos chanos (Forskal) is known from the Java Sea. The egg 

and hatched larva are quite similar to those of clupeid fishes. 

   Stomiatina. Maurolicus japonicus Ishikawa and Chauliodus sloani Schneider are 
known from Japanese waters. The egg of M. japonicus is globular and coated 

with a confetto like gelatinous substance, measuring 1.29-1.82 mm in diameter 

including the envelope and 0.87-1.17 mm without the envelope. The perivitelline 

space is narrow. The yolk is roughly segmented and contains an oil globule 

measuring 0.22-0.28 mm in diameter. The egg of C. sloani is large, measuring 

2.04-2.52 mm in diameter, the perivitelline space being wide. The yolk is 1.40-

1.52 mm in diameter, segmented and without oil globule. During the course of 

egg development no pigment appears in M. japonicus, but in C. sloani about 10 

dendritic melanophores appear in the caudal marginal fin. The number of 

myotomes of hatched larva is 31-37 in M. japonicus and 58-61 in C. sloani. 

   Myctophida. Eight species belonging to the family Synodontidae, Harpodon 
nehereus (Hamilton-Buchanan) and 2 species probably belonging to this order 

are known from Japanese waters and the Java Sea. 

   The egg of Synodontidae is globular, measuring 1.0-1.3 mm in diameter. 

The perivitelline space is narrow. The yolk is not segmented, without oil 

globule. The egg membrane is something thick and with hexagonal mesh 
structure, measuring 0.03-0.05 mm in diameter of the mesh in Synodus variegatus 

(Lacepede), Trachinocephalus myops (Schneider), Sauricla undosquamis (Richardson),



S. tumbil (Bloch) and 2 other species probably belonging to this family, but it 

is thin, smooth without any conspicuous structure in Saurida  elongata (Temminck 

et Schlegel) and closely related to 2 other species. The hatched larva is more or 

less elongate with 49-66 myotomes and the anus is situated far backwards or 

near the middle of the body. During the course of the egg and larval devel-

opment only the melanophores appear, and they late unite into 3-5 in number 

and settle themselves near the ventral median line. The egg of 2 species 

seemingly belong to this order (Myctophida No. 1, 2) is globular, measuring 

1.12-1.37 mm in diameter, and bears numerous short appendages on the egg 

membrane, about 85-90 or 200-250 in hemisphere respectively. The perivitelline 

space is narrow. The yolk is not segmented, containing 2-10 oil globules in 

the early developmental stage, but they unite into a single globule measuring 

0.21-0.27 mm during the course of the egg development. Melanophores and 

xanthophores appear on the yolk surface as well as on the embryonal body. 

The hatched larva is elongate in shape with 55-64 myotomes, and the anus 

is situated at the posterior part of the body. 

   Anguillida. Muraenesox cinereus (Forskal), Ophicthidae No. 1-6, Anguillida 

No. 1-9 and a single species probably belonging to this order are known from 

Japanese waters. The egg is globular, large, measuring 1.60-4.80 mm in dia-

meter, with wide perivitelline space. The yolk is segmented. The oil globule 

is present or absent. The egg membrane is smooth, without any conspicuous 

structure and glistening. The hatched larva is elongate and compressed, with 

more than 100 myotomes. Some species is provided with 3-5 larval teeth on 

each side of both the upper and lower jaws. 

   The eggs of apodal fish can be divided into two groups according to the 

presence or absence of the large melanophores situated along the ventral 
median line of the hatched larva. The larvae with large melano-phores seem 

to belong to the family Ophichthidae. 

   Belonida. Oxyporhamphus micropterus micropterus (Cuvier et Valenciennes) 

and Exocoetidae No. 1 are known from southern waters of Japan. The egg is 

globular and considerably large, measuring 1.82-2.1 mm in diameter. The peri-
vitelline space is narrow. The yolk is not segmented, lacking oil globule; 

40-80 rudimentary tendrils are seen on the whole surface of the egg membrane. 

   Syngnathida. Fistularia villosa Klunzinger and F. petimba Lac`pede are known 

from the Java Sea and southern waters of Japan. The egg is somewhat large, 

measuring 1.50-2.09 mm in diameter. The perivitelline space is narrow. The 

egg membrane is smooth without any conspicuous structure, but F. villosa has 

double egg membrane. The yolk is not segmented without oil globule. During



the course of the egg development melanophores and xanthophores appear on 

the yolk surface and on the embryonal body. The hatched larva is moderately 

elongate with 82-86 myotomes, and the anus is situated at the posterior part 

of the body. 

   As has already been pointed out, the proportional size of various parts of 

the body and pigmentation of the hatched larvae change rapidly during the 

 course of larval development. Therefore in the present paper, the larvae observed 

just after hatching are called " larva just hatched," and those of which the 
author could not determine the exact hatching period but seem to be in the 

stage within several hours after hatching are called " larva newly hatched."

Fisheries Laboratory, 

Faculty of Agriculture, 

 Kyushu University



Explanation of Plate 20

コ ノ シ ロ Konosirus punctatus (Temminck  et Schlegel)

Fig. 1. Pelagic egg, 31—myotome stage, 3 h 50 m after collecting, 6--7 h before 

       hatching, 1.54 mm in diameter, oil globule 0.12 mm (24---24.5°C). 

Fig. 2. Empty egg capsule. 

Fig. 3. Larva just hatched, 3.76 mm in total length, myotomes 39+14=53.

ウル メイ ワシ Etrumeus micropus (Temminck et  Schlegel)

Fig. 4. Pelagic egg, 2h 30 m after collecting, 1.32 mm in diameter. 

Fig. 5. 19 h after, 12- 15 h before hatching (18.8-21.4'C). 

Fig. 6. Empty egg capsule. 

Fig. 7. Larva just hatched, 4.84 mm in total length, myotomes 42.I-12-54. 

Fig. 8. Larva 1 day old, 5.72 mm in total length, myotomes 43±11-54.
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Explanation of Plate 21

マ イ ワ シ Sardinops melanosticta  (Ternminck et Schlegel)

Fig. 1. Pelagic egg, 9–myotome stage, 6 h after collecting, 1.60 mm in dia-

       meter, oil globule 0.16 mm. 

Fig. 2. Lens formation, 15 h after. 

Fig. 3. Appearance of melanophores, 20 h after. 

Fig. 4. 5-8 h before hatching, 23 h 30 m after (18'C). 

Fig. 5. Empty egg capsule. 

Fig. 6. Larva just hatched, 3.81 mm in total length, myotomes 41+13= 54. 

Fig. 7. Larva 1 day old, 5.00 mm in total length, myotomes 42+12=54. 

Fig. 8. Larva 2.5 days old, 5.80 mm in total length.
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Explanation of Plate 22

カ タ クチ イ ワ シ Engraulis japonica  (llouttuyn)

Fig. 1. Pelagic egg, morula stage, 1 h after collecting, 1.41 >:0.66  mm in diame-

          ter. 

Fig. 2. 13—myotome stage, 23 h after. 

Fig. 3. 31—myotome stage, 36 h after. 

Fig. 4, 4'. 44—myotome stage, 42 h 40 m after. 

Fig. 5. Just before hatching, 50 h 40 m after (16--19`C). 

Fig. 6. Empty egg capsule. 

Fig. 7. Larva 3-5 h after hatching, 3.02 mm in total length, myotomes 30 1 

16-46. 

Fig. 8. Larva 1 day old, 4.15 mm in total length, myotomes 30+14=44. 

Fig. 9. Larva 4 days old, 4.35 mm in total length.
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Explanation of Plate 23

SvnodontidaeNo.2ア カエ ソ Synodus variegatus  (Lacepede)  ?

Fig. 1. Pelagic egg, morula stage, 3 h after collecting, 1.13 mm in diameter, 

       hexagonal meshes of the egg membrane 0.041-0.052 mm. 

Fig. 2. Blastula stage, 10 h after. 

Fig. 3. Embryo formation, 15 h after. 

Fig. 4. 20 - myotome stage, 25 h after. 

Fig. 5. Lens formation, 30 h after. 

Fig. 6. Heart formation, 34 h after, 28-35 h before hatching (28--32C). 

Fig. 7. Larva just hatched, 4.44 mm in total length, myotomes 45-1-17 62. 

Fig. 8. Larva 1 day old, 4.33 mm in total length, myotomes 44±17— 61. 

Fig. 9. Larva 3 days old, 4.76 mm in total length, myotomes 46-1 15=•61. 

   Synodontidae No. 1 

   (Egg diameter 1.05 mm, hexagonal meshes of the egg membrane 0.029— 
   0.033 mm) 

Fig.10. Larva just hatched, 3.66 mm in total length, myotomes 47+19-66.
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Explanation of Plate 24

SynodontidaeNo.3ワ ニエ ソ Saurida tumbil (Bloch)

Fig. 1. Pelagic egg, 4—cell stage, 2 h after collecting, 1.22 mm in diameter, 
       hexagonal meshes of the egg membrane  0.040--0.058 mm. 

Fig. 2. Morula stage, 2 h after collecting, 1.06 mm in diameter, hexagonal 
       meshes of the egg membrane 0.040-0.060 mm. 

Fig. 3. Shortly after the closure of the blastoporc, 24 h after. 

Fig. 4. Lens and car vesicles formation, 32 h after. 

Fig. 5. Appearance of melanophores, 58 h after, 26^-28 h before hatching (25— 
27.5°C). 

Fig. 6. Larva just hatched, 4.32 mm in total length, myotomes 35-1 18 53. 

Fig. 7. Larva 28-30 h after hatching, 4.40 mm in total lengh, myotomes 34.1 
19 53.

SynodontidaeNo.4オ キエ ソ  Trachinocephahcs myops (Schneider) ?

Fig. 8. Pelagic egg, 29 h after collecting, 1.13 mm in diameter, hexagonal 
       meshes of the egg membrane 0.041— 0.052 mm. 

Fig. 9. Shortly before hatching, 108 h after (19--24-'C). 

Fig.10. Larva just hatched, 3.66 mm in total length, myotomes 33+20-53. 

hig.11. Larve 2 days old, 3.96 mm in total length, myotomes 33-1-21- • 54.
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                       Explanation of Plate 25 

   Synodontidae No. 5 

Fig. 1. Pelagic egg, 8 h after collecting, 1.16 mm in diameter, hexagonal 
       meshes of the egg membrane  0.030--0.036 mm. 

Fig. 2. 20 h after, about 3 days before hatching (24. 25.4'C). 

Fig. 3. Newiy hatched larva, 4.56 mm in total length, myotomes 36 16 52.

トカゲエソ Saurida elongata (Temminck et  Schlegel)

Fig. 4. Artificially fertilized pelagic egg, 7 h 40 m after insemination, 1.26 
       mm in diameter. 

Fig. 5. 5—myotome stage, 30 h after. 

Fig. 6. 82 h after, 20 h before hatching (22-30 C). 

Fig. 7. Larva just hatched, 4.11 mm in total length, myotomes 32 H28 60. 

Fig. 8. Larva 1 day old, 4.30 mm in total length, myotomes 31-1-27-58. 

   Related species of S. elongata No. 1 

Fig. 9. Pelagic egg, 2 h after collecting, 36-40 h before hatching, 1.24 mm in 
       diameter (19--23'C). 

Fig.10. Larva just hatched, 3.56 mm in total length, myotomes 31-I 26 57.
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                       Explanation of Plate 26 

   Related  species of S. elongata No. 2 

Fig. 1. Pelagic egg, 24 h after collecting, 0.89 mm in diameter. 

Fig. 2. 43 h after, 8 h before hatching (23-25.4'C). 

Fig. 3. Larva just hatched, 2.97 mm in total length, myotomes 24+25-- 49. 

Fig. 4. Larva 1 day old, 3.27 mm in total length, myotomes 24-I 25-49. 

Fig. 5. Larva 2 days old, 3.27 mm in total length, myotomes 24-1-24. 48.

キ ュ ウ リエ ソ Maurolicus japonicus Ishikawa

Fig. 6. Pelagic egg, 1.63  mm in diameter, oil globule 0.25 mm (drawn from 

       preserved specimen).

ホ ウ ラ イエ ソ Chauliodus sloani Schneider

Fig. 7. Pelagic egg, 13—myotome stage, 5 h 20 m  after collecting, 74-76 h 
       before hatching, 2.12 mm in diameter (16--18C). 

Fig. 8. Larva just hatched, 6.00 mm in total length, myotomes 52 ^ 9-. 61.
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                      Explanation of Plate 27 

   Myctophida No. 1 

Fig. 1. Pelagic egg, embryo formation, 3 h after collecting, 1.37 mm in  dia-
       meter, oil globules 0.03---0.15 mm, appendages of the egg membrane 

0.06 x 0.15 mm. 

Fig. 2. 12-myotome stage, 12 h 25 m after, oil globules 0.11-0.15 mm. 

Fig. 3. Appearance of mclanophores, about 40 h after, 32 h before hatching, 
       oil globule 0.21 mm (22-23.2°C). 

Fig. 4. Larva just hatched, 4.98 mm in total length, myotomes 36+28 - 64. 

   Myctophida No. 2 

Fig. 5. Pelagic egg, 10-myotome stage, 5 h after collecting, 95 h before hat-
       ching, 1.19 mm in diameter, oil globules 0.02-0.21 mm, appendages of 

       the egg membrane 0.05x0.06 mm (13. 15°C). 

Fig. 6. Larva just hatched, 4.80 mm in total length, myotomes 30+25:- 55. 

Fig. 7. Larva 1.5 days old, 5.36 mm in total length, myotomes 31+23:- 54. 

Fig. 8. Larva 7 days old, 5.35 mm in total length, myotomes 31+23=-=54.
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                      Explanation of Plate 28 

   Ophichthidae No. 1 

Fig. 1. Pelagic egg, blastula stage, 1 h 30 m after collecting, 2.65 mm in 
       diameter,  oil globule 0.33 mm. 

Fig. 2. 25 h 20 m after. 

Fig. 3. 81-myotome stage, 77 h after, 100 h before hatching (20---23°C). 

Fig. 4. Larve 506 h after hatching, 9.60 mm in total length, myotomes 57+ca. 
       70. 

   Ophichthidae No. 2 

Fig. 5. Pelagic egg, 1 day after collecting, 5-11 h before hatching, 2.90 mm 
       in diameter (27-28°C). 

Fig. 6. Larva just hatched, 10.20 mm in total length, myotomes 74+ca. 75. 

Fig. 7. Larva 4 days old, 13.20 mm in total length, myotomes 74+ca. 70.
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                       Explanation of Plate 29 

   Ophichthidae No. 3 

Fig. 1. Pelagic egg, about 80 myotome stage, 30 h after collecting, 3,77 mm in 
       diameter, oil globules  0.08-0.10 mm. 

Fig. 2. 114 h after, about 24 h before hatching (19- 26°C). 

Fig. 3. Larva just hatched, 12.02 mm in total length, myotomes 52-I-ca. 70. 

   Ophichthidae No. 4 

Fig. 4. Pelagic egg, 28 h after collecting, 35-37 h before hatching, 3.16 mm 
       in diameter, oil globules 0.05-0.10 mm (24-29°C). 

Fig. 5. Larva just hatched, 9.40 mm in total length, myotomes 85+ca. 110. 

   Ophichthidae No. 5 

Fig. 6. Pelagic egg, 10—myotome stage, 8 h 30 m after collecting, about 80 h 
       before hatching, 3.12 mm in diameter, oil globules 0.07-0.17 mm (24,-

       32'C). 

Fig. 7. Larva 1 day old, 10.98 mm in total length, myotomes 90+ca. 90.



第29図 版

日本近海に出現する浮游性魚卵一1



                      Explanation of Plate 30 

   Ophichthidae  No.  6 

Fig. 1. Pelagic egg, 5-myotome stage, 2 h after collecting, 30 h before hat-
       ching, 2.20 mm in diameter, oil globules 0.04-0.13 mm (23.2-252°C). 

Fig. 2. Larva 2.5 days old, 7.02 mm in total length, myotome 77+ca. 60. 

   Anguillida No. 1 

Fig. 3. Pelagic egg, just after the closure of the blastopore, 5 h 30 m after 
       collecting, 7 days before hatching, 3.18 mm in diameter, oil globule 

       0.38 mm (14-20°C). 

Fig. 4. Larva just hatched, 9.18 mm in total length, myotomes 72+ca. 60. 

   Anguillida No. 2 

Fig. 5. Pelagic egg, blastula stage, 4 h after collecting, 4-5 days before 
       hatching, 3.12 mm in diameter (24-31.6°C). 

Fig. 6. Larva 1 day old, 9.18 mm in total length, myotomes 53+ca. 55.
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                      Explanation of Plate 31 

   Anguillida No. 3 

Fig. 1. Pelagic egg, 34-myotome stage, 36 h after collecting, 3.31 mm in 
        diameter. 

Fig. 2. 60 h after, 36 h before hatching  (24-28°C). 

Fig. 3. Larva 3 days old, 11.74 mm in total length, myotomes 62+ca. 60. 

   Anguillida No. 4 

Fig. 4. Pelagic egg, 9-myotome stage, 12 h 20 m after collecting, about 3 days 
       before hatching, 4.26 mm in diameter (24.8-29.8°C). 

Fig. 5. Larva newly hatched, 12.20 mm in total length, myotomes 84+ca. 60. 

Fig. 6. Larva 4.5 days old, 11.70 mm in total length, myotomes 84+ca. 60.
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                      Explanation of Plate 32 

   Anguillida No. 5 

Fig. 1. Pelagic egg, 37 h after collecting, 4 days before hatching, 4.42 mm in 
       diameter  (19-26°C). 

Fig. 2. Larva 14-23 h after hatching, 11.46 mm in total length, mytomes 78+ 
        ca. 55. 

   Anguillida No. 6 

Fig. 3. Pelagic egg, 63—myotome stage, 8 h 30 m after collecting, 4 days 
       before hatching, 4.40 mm in diameter, oil globules 0.05-0.13 mm (25-
       32°C). 

Fig. 4. Larva 2 days old, 9.74 mm in total length, myotomes 84+ca. 60. 

   Anguillida No. 7 

Fig. 5. Pelagic egg, 41—myotome stage, 7 h 30 m after collecting, 80 h before 
       hatching, 3.80 mm in diameter, oil globules 0.07-0.11 mm (18.8-25.0°C). 

Fig. 6. Larva 12 h after hatching, 11.60 mm in total length, myotomes 82 + ca. 
        70.
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                      Explanation of Plate 33 

   Anguillida  No.  8 

Fig. 1. Pelagic egg, 8 h 50 m after collecting, 9 h before hatching, 2.81 mm 
       in diameter, oil globules 0.10--0.18mm (20--24°C). 

Fig. 2. Larva newly hatched, 5.56 mm in total length, myotomes 51+48-99. 

   Anguillida No. 9 

Fig. 3. Pelagic egg, 5 h after collecting, 2.43 mm in diameter, oil globules 0.05 
-0 .07 mm. 

Fig. 4. 50-myotome stage, 23 h after, 31 h befere hatching (21-25.6°C). 

Fig. 5. Larva 18 h after hatching, 7.14 mm in total length, myotomes 48+ca. 
       70. 

   I. D, No. 1 

Fig. 6. Pelagic egg, 40-myotome stage, 11 h 35 m after collecting, 14-15 h 
       before hatching, 1.90 mm in diameter, oil globule 0.33 mm (24.5-26.5°C). 

Fig. 7. Larva just hatched, 5.42 mm in total length, myotomes 74±(6-i-x).
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                      Explanation of Plate 34 

   Exocoetidae No. 1 

Fig. 1. Pelagic egg, 1.82 mm in diameter, collected from  26° 32'N, 131° 57'E, on 
      Aug. 1, 1957 (drawn from preserved specimen). 

Fig. 2. One of the rudimentary tendrils of the egg membrane, 0. 70-0.83 mm 
      in length.

サ ヨ リ ト ビ ウ オ Oxyporhamphus micropterus micropterus  (Cuvier et Valenciennes)

Fig. 3. Pelagic egg, 1.72 mm in diameter, collected from 26° 34'N, 131W 57'N, on 
      Aug. 1. 1957 (drawn from preserved specimen). 

Fig. 4. One of the rudimentary tendrils of the egg membrane, 0.065-0.08 mm 
      in length.

アカヤ ガラ Fisturalia petimba  Lacepede

Fig. 5. Pelagic egg, morula stage, 5 h after collecting, 2.10 mm in diameter. 

Fig. 6. Gastrula stage 29 h after. 

Fig. 7. 9-myotome stage, 60 h after. 

Fig. 8. 30-myotome stage, 84 h after. 

Fig. 9. 120 h after (17" -22°C). 

Fig.10. 11 h before hatching, 141 h after morula stage (24-28°C). 

Fig.11. Larva just hatched, 7.08 mm in total length, myotome 53+33 86.
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